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対馬の伝統的焼畑農法の体験学習参加者の森林・林業への意識に見る 

森林環境教育の可能性 
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要旨：対馬市の里地里山は，ツシマヤマネコの生息地である。対馬ではヤマネコの食資源となるげっ歯類の減少の懸

念から里地里山の斜面を利用した伝統的焼畑農法の体験イベントが行われている。そこで，本研究の目的は，木庭作

体験に関わった人に対して，森林・林業に対するこれまでの経験と意識に関するアンケート調査を行い，新たな森林

環境教育の可能性を検討することである。アンケート調査は，2018 年８月末から９月上旬に木庭作体験に参加した 24

名に対して行った。その結果，森林での体験や親しみは持っているものの，産業としての林業についての学習体験は

なく，関心が低いことが明らかとなった。このことから，木庭作のように伝統的農法といった側面だけでなく，里地

里山，林業，ヤマネコ，農業，文化などの複合的な要素を持った森林環境教育も必要だろう。 
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Abstract: The Satoyama of Tsushima city is a habitat for the Tsushima leopard cat. An event to experience the traditional shifting 

field agriculture of Tsushima using the slopes of Satoyama, known as “Koba-saku,” has been held due to concern about the decline 

of rodents, which are a food resource for the leopard cat. Therefore, a questionnaire survey was conducted to gauge the current level 

of experience and awareness regarding forests and forestry and explore the possibility of new forest environment education. The 

survey was conducted on 24 people who participated in the Koba-saku experience from the end of August to the beginning of 

September 2018. The survey results showed that although the respondents had some experience and familiarity with forests, they 

had little experience of learning about forestry as an industry, and their interest in it was low. Hence, to facilitate a comprehensive 

understanding of forests and to make the subject interesting for learners, forest environmental education should be linked with a 

variety of related topics such as Satoyama, forestry, Tsushima leopard cat, agriculture, and culture, rather than only focusing on 

Koba-saku. 
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Ⅰ はじめに 

長崎県対馬市は，絶滅危惧種ⅠA 類に指定されている

ツシマヤマネコ（Prionailurus bengalensis euptilurus）（以

下，ヤマネコ）が世界で唯一生息している。対馬市は，

九州と韓国の間に位置する地理的も重要な島の一つであ

り，島民は実質的な島の管理者・防人の重責を担ってい

る。島の特徴としては，同島の約９割は森林で覆われて

おり，民有林が約 92％で国有林は８％である（２）。 

対馬の人口は，1960 年代の約７万人をピークに減少し

（１），現在では 28,964 人（2021 年９月末現在）と３万

人を下回った（３）。また，高齢化によって農家や林家の

意欲低下から，農林業は衰退しており，放棄された場所

が増えつつある。また，かつて対馬の森林は，シイやコ

ナラといった広葉樹林や田畑が広がっていたが，拡大造

林政策による広葉樹林の伐採が進み，耕作放棄地も拡大

していった（８）。さらに，山際の傾斜地を利用し，夏か

ら秋にかけてはアズキやソバ，秋から春にかけては小麦

やダイコン等を栽培する木庭作（こばさく）と呼ばれる
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対馬の伝統的な焼き畑が行われていたが，1970 年代の中

ごろから 1990 年の間にかけて島全体で見られなくなっ

た（４, ５）。 

ヤマネコの食資源はげっ歯類である。げっ歯類が生息

するためには広葉樹の実や畑の作物が必要となるが（９），

前述した通りげっ歯類の重要な生息地が減少し，二ホン

ジカ等による農林作物被害獣害による下層植生の退行も

加わって，ヤマネコ個体群への影響の懸念が生じている。 

その様な中，対馬北部の志多留地区では木庭作復活の

試みがなされている。そこでは，地域で行われている様々

な体験イベントの一貫として木庭作体験を受け入れてい

る。木庭作は山の斜面を利用する焼畑農法であり，森林

との結びつきが強い。 

そこで，本研究はヤマネコが生息する対馬市の志多留

地区で行われている木庭作体験に関わった人へのアンケ

ート調査から，森林・林業に対するこれまでの経験と意

識について明らかにし，森林環境教育のあり方を検討す

ることである。 

なお，森林環境教育の課題として，全国的に青年期以

降（人の発達段階でいう中学生や高校生）の森林環境教

育プログラムの実施が少ないとの指摘がある（７）。将来

にわたって森林・林業に興味・関心のある人を育成して

いくためには，青年期以降の人が参加したくなるような

魅力的な場所での実施が求められており，木庭作体験の

参加者の森林・林業に関する体験や意識を把握すること

は森林環境教育の検討材料となり得る。 

 

Ⅱ 対象地と方法 

１．調査地 本研究の対象地は，島北部に位置する志

多留地区で（図-１），人口は 38 世帯 59 人の集落である

（2021 年９月末現在）（３）。この場所は海に面し，山に

囲まれているため，農林漁業が一体となって行われてき

た地域である（５）。森林にはスギやヒノキの人工林に加

え，シイやカシ等が半分以上を占めている（５）。この地

域では，1950 年代に比べ，耕作放棄地が増え，木庭作も

行われなくなったことで，畑地や水田が大きく減少した

一方で森林の面積が増加している（６）。 

そこで，この志多留地区では，2011 年度より住民，日

本大学，対馬市，対馬野生生物保護センター等の協働で

これまで途絶えていた木庭作の復活の試みが進められた。

2018 年度からはツシマヤマネコ木庭作利用実行委員会

(以下，木庭作実行委員会)が立ち上げられ，木庭作の新た

な価値を模索している(８)。木庭作復活・継続の目的には，

木庭作による１伝統的農法の伝承，２獣害対策，３イン

ターン等の体験の受け入れ，４ヤマネコの保全等が挙げ

られる(８)。図-２は木庭作実行委員会が手掛けた木庭作

地であり，写真左は火入れをしている場面で，写真右は

ソバの花が満開の様子である。2018 年８月末から９月上

旬にかけてインターン等で木庭作体験に 24 名が参加し

ている。 

２．アンケート調査 木庭作体験に参加した 24 名に

対して，森林・林業に対する意識についてアンケート調

査を行った。アンケートは，木庭作体験を含むプログラ

ム終了後に回答してもらった。アンケート内容は，性別，

年代，住まい，身分等の基本的な属性と農林水産業に関

するこれまでの経験や関心に関する項目である（表-１）。 

 
図-2. 志多留の木庭作地 

Fig. 2 Shifting field (Koba-saku) land in the Shitaru 

area. 

表-1. アンケート内容 

Table 1 Questionnaire contents. 

 

・小学校教育の中で学んだ記憶がある産業は？

・中学校教育の中で学んだ記憶がある産業は？

・今回の活動に参加される以前に体験したことのある産業は？

・最も関心のある産業は？

・動物園，水族館，植物園（樹木園）の中で行ったことのある施設は？

・あなたにとって親しみのある場所は？

・親しみを感じる森林のある場所は？

・森林で遊んだ体験は？

・今後，森林へ遊びに行くことへの気持ちは？

 
図-1. 木庭作体験開催地の志多留地区の位置 

Fig. 1 Location of Shitaru, Tsushima city, Nagasaki, 

the site of the shifting field (Koba-saku) workshop. 
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Ⅲ 結果と考察 

 アンケートに回答した 24 名は，男性が９名，女性が 15

名であった。回答者の年代と身分を見ると，多くは 20 代

であり，大学生が多かった（図-３）。回答者の居住地を

見ると，長崎県を中心とした九州の方が多く，関東地方

に居住している人は 5 名であった（表-２）。今回の回答

者の特徴は，インターンなどの参加者ということや対馬

という場所から，20 代前後の大学生を中心とした九州在

住の参加が多くなったと考える。 

これら回答者の，小学校教育と中学校教育の中で学ん

だ記憶がある産業について回答してもらったところ，小

学校では農業を学んだ記憶がある人が多いものの（表-３

左列），中学に入ると農林水産業について学んだ記憶がな

い人が多い（表-３右列）。特に，林業は小中学校で学ん

だ記憶がある人が少なく，畜産業にいたってはいなかっ

た。これは，学校で扱う内容に偏りがあることが影響し

ていると考えられた。 

次に，これまでに農林水産業関連の経験を複数回答可

として回答してもらった。その結果，農業がもっとも多

く，次いで林業という結果になった（表-４左列）。各産

業の関心の高さを見みると，農業が最も高く，畜産業と

つづいていた（表-４右列）。ある程度，これまでの経験

が関心の高さに影響していると考えられたが，林業に限

ってみると，経験をした産業が必ずしも関心のある産業

に結びつかないことが示唆された（表-４）。つまり，林

業に対する関心を高めるためには，体験させることだけ

が有効とはいえない可能性が示唆された。 

これまでに行った事のある施設については，水族館や

動物園が多く，これらに比べると植物園は少なかった（表

-５）。動物園や水族館に行った記憶が残るのは，動く生

き物は植物のように動きのないものよりも，人の興味や

関心をひきつけやすいからであろう。 

親しみのある場所を尋ねると（複数回答可），森林や川

が多く，海や畑よりも多い結果となった（表-６左列）。

これまでの経験（表-４）と親しみのある場所との関連が

ある可能性が考えられた。親しみのある場所で最も多か

った森林について，どのような森林に親しみがあるのか

表-2. 回答者の居住地 

Table 2 Respondent's residence. 

 

居住地 人数 居住地 人数

北海道 1 熊本 1
東京 4 大分 1
神奈川 1 宮崎 1
福岡 5 沖縄 1
長崎 9

 
図-3. 回答者の年齢と身分 

Fig. 3 Age and status of respondents. 

1
4

13

2

1

2
1

0

5

10

15

20

10代 20代 30代 40代

高専生 大学生 専門学校生 社会人

（人）

表-4. これまでに経験のある産業と関心の高さ 

Table 4 Industries experienced in the past and industries of 

interest. 

これまでの経験 人数 関心の高さ 人数

農業 16 農業 13

林業 9 林業 2

漁業 4 漁業 3

畜産業 6 畜産業 5

どれも記憶なし 3 どれも記憶なし 0

注：無効回答1名

表-5. 行ったことのある施設 

Table 5 Facilities visited. 

 

行った記憶のある施設 人数

動物園 22
水族館 24
植物園 18
どれもない 0

表-3. 小中学校で学んだ記憶のある産業 

Table 3 Industries with memories of learning in elementary 

and junior high schools. 

小学校での記憶 人数 中学校での記憶 人数

農業 13 農業 6

林業 1 林業 1

漁業 2 漁業 4

畜産業 0 畜産業 0

どれも記憶なし 5 どれも記憶なし 10

注：無効回答3人

表-6. 親しみのある場所と親しみのある森林 

Table 6 Familiar places and familiar forests. 

 

親しみのある場所 人数 親しみのある森林 人数

水田 9 街中 3
畑 10 郊外 7
森林 14 山里 12
海 11 奥山 2
川 14 わからない 0
牧場 2 その他 0
その他 2
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を尋ねると，山里が最も多く，ついで郊外という結果に

なった（表-６右列）。これは，その人の育った環境が影

響していると考えらえる。 

森林で遊んだ経験を見ると，経験している人も多く（表

-７），遊びに行きたいという意思を持っている人も多い

（表-８）結果となった。この様に多くの人が経験し，今

後遊びに行きたいという意思を持っているのは，キャン

プ，魚釣り，バーベキューなどの経験によるともの考え

る。つまり，直接林業に結び付くような体験や経験を望

んでいる可能性は低いだろう。 

 

Ⅳ おわりに 

以上のことから，森林での体験や森林に対する親しみ

は持っているものの，産業としての林業についての学習

体験はなく，また関心が低いことが明らかとなった。今

回の結果になった理由として，森林の動物やレクリエー

ションへの関心は高いが，木材生産や木材利用に関して

の関心の低さの表れといえよう。 

森林環境教育を推進していく上で，今回の結果では林

業の関心を高めるためには単なる経験だけでは関心が高

まらないことが示唆された。森林・林業に関して総合的

に関心を高めてもらうには，新たな視点による森林環境

教育の必要性が見えてきた。 

特に対馬にはヤマネコが生息しており，ヤマネコに対

する人々の関心は高い。木庭作地は，対馬ではヤマネコ

の食資源となるげっ歯類の生息地の重要な場所でもあり，

里地里山の斜面を利用した伝統的農法で歴史もある。つ

まり，木庭作地は，森林，農業，野生動物，文化・歴史

が密接に結びついた場として重要であり，効果的な教育

を実施できる可能性を秘めている。そのため，今回の結

果は，これからの森林環境教育には，森林・林業だけに

とらわれることなく，その周りに関連するものと結びつ

けた教育を模索していくきっかけとなるだろう。ただし，

複合的な教育を実施するには，多くの知識を有する指導

者もしくは関連する人たちとの協働が欠かせない。これ

からの森林環境教育には，スペシャリストだけではなく，

地域の特徴を活かした様々な分野を網羅できるジェネラ

リストも求められるのかもしれない。 
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表-7. 森林で遊んだ経験 

Table 7 Experience playing in the forest. 

 

森林で遊んだ経験 人数

体験した 13
どちらかといえば体験した 6
どちらともいえない 2
どちらかといえば体験していない 2
体験していない 0
注：無回答1名

表-8. 森林へ遊びに行く気持ち 

Table 8 Intention to go play in the forest. 

森林で遊ぶ意思 人数

行きたい 15
どちらかといえば行きたい 7
どちらともいえない 1
どちらかといえば行きたくない 0
行きたくない 0
注：無回答1名


